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る

久

保

出

さ

山
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ん
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年

の

研

mm成

山

川
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が

、

こ

の

ほ

ど

山
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瓦

は

出

る
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M

て
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山

山
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笠
版

刷

〉

七

十

ベ

1
シの小開閉

山

子

だ

が

、

久

保

田

吉

則

ん

が

患

で

調

べ

た

近

長
官
っ
と
お
し
い
梅
雨
が
あ
け
る
謀
長
い
て
霊
場
じ
ん
蹴
持
議
長
震
に
進
め
て
い
ま
す
か
ら
方
法
は
あ
る
と
宗
主
会
い
ず
れ
に
側
役
の
代
表
的
義
一
一

久
平
決
た
ち
に
と
っ
て
長
し
い
支
休
心
臓
病
宗
と
の
一
病
気
が
増
一
一
へ
成
人
病
ぜ
ひ
む
安
加
く
だ
さ
い
。
し
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
縫
の
事
情
や
側
土
か
街
の
、
球
完

み
に
否
ま
す
。
新
一
時
伎
を
は
じ
め
に
議
ヲ
る
ほ
ど
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
+
棄
ぐ
る
み
で
高
で
き
る
ハ
霊
場
し
た
も
の
を
王
し
文
子
制
・
の
警
が
克
思
議

と
し
て
高
学
年
四
子
宮
、
こ
れ
ま
で
ま
ず
。
乙
の
原
因
に
つ
い
耳
、
襲
イ
キ
ン
グ
や
登
記
事
体
力
づ
く

p
供
と
話
し
合
い
な
言
語
に
還
を
附
か
れ
て
お
只
草
案
契
苦
闘
を

の
扇
裂
し
い
学
校
語
か
ら
開
放
さ
薬
が
発
遣
し
、
早
〈
疋
壁
新
が
と
L
て
有
効
手
。
親
子
五
じ
め
る
し
、
主
主
仁
親
重
量
渓
づ
く
附
た
ゆ
ま
ぬ
霊
を
縞
は
で
い
る
語
研

れ
て
ほ
〉
と
す
る
時
期
で
す
。
そ
こ
で
で
き
る
よ
色
な
っ
た
揖
需
品
れ
コ
主
と
し
て
は
、
豊
平
夜
中
山
と
り
に
励
ん
ー
だ
ら
よ
り
誕
し
い
こ
と
だ
と
側
究
家

μ
由
努
力
の
管
官
し
て
昔
員

会
は
、
ま
み
中
白
子
供
の
蓄
に
ま
せ
ん
が
、
ζ

の
な
ろ
の
子
供
時
刊
し
た
子
供
の
諜
品
、
語
盟
国
の
「
帯
思
い
ま
す
。

Mm
て
い
る
。

つ
い
て
、
緊
銭
え
る
こ
と
主
主
志
、
二
音
、
一
二
三
ク
と
い
わ
れ
が
あ
り
ま
芸
、
費
す
エ
ン
テ
事
故
を
な
く
し
て
警
く
制
久
富
さ
ん
は
需
品
目
農
家
自

の
問
夢
中
心
に
三
て
み
た
い
と
思
る
ほ
ど
罪
で
の
喜
子
く
な
く
な

1
立
長
選
ん
に
な
り
、
県
内
で
も
し
か
1

レ
な
か
ら
奇
心
険
が
い
っ
ぱ
附
雲
行
一
一
間
二
女
兄
妹
の
第
五
、

っ
て
さ
て
い
る
こ
と
み
習
一
つ
で
多
〈
の
コ
1
品
書
さ
れ
て
い
ま
す
い
で
て
ち
ょ
っ
と
じ
奈
議
実
的
覧
車
ぎ
た
の
で
援
を
警

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
の
て
地
図
長
一
七
を
だ
よ
り
に
撃
さ
護
主
義
合
が
あ
り
手
。
州
事
銑
河
激
震
高
て
翼
下

h
r
n
-
M
5一
山
内
・
ゲ
そ
こ
で
な
に
同
盟
時
間
の
雪
な
と
き
市
選
ん
で
一
言
の
も
蕗
白
い
岩
重
や
悔
や
告
白
書
時
制
就
職
、
霊
前
川
崎
歯
車
交
量
…
ん

h
M
V
H一
“
一
込
山
丸
山
吉
川
白
…
…
…
…
沿
い
い
喜
多
留
に
泡
わ
れ
る
こ
と
り
な
い
と
怠
い
ま
す
。
支
に
な
る
P
一
毎
日
の
よ
っ
長
か
れ
ま
側
輔
検
事
で
、
勤
続
一
一
王
宮
…
は
さ

ザ九九一

uuu~必
究
報
汎
…

":B…
引
己
の
笠
宮
、
特
に
山
宮
崎
な
ど
の
白
一
方
、
品
力
づ
〈
め
に
は
日
々
の
鍛

70
登
山
に
あ
た
っ
て
は
実
侯
仁
十
分
間
お
よ
ぶ
o

少
年
時
代
か
む
古
末
書
置
初
旬

山N
A
-
-

主
宰

PJ1山
佐

川

黙

に

警
4
な
が
ら
、
安
鍛
え
る
こ
離
が
露
で
す
。
督
官
な
わ
と
び
と
警

3て
蓄
の
な
い
白
壁
取
る
制
定
き
で
刀
剣
に
藤
吉
っ
て
…
脱
男

一
号
、
ば
襲
…
…
“
…
ふ
と
を
一
ワ
害
警
じ
て
み
K
2
5
か
フ
ジ
オ
譲
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
と
と
志
望
己
主
義
に
あ
酬
い
た
が
、
途
中
瓦
の
霊
長
日
?
ぃ
l
l
]

日

ト

ー

謬

話

淀

川

"

を

宗

主

ヲ
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て

い

ま

す

か

、

家

族

輩

で

き

フ

ジ
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っ

て
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機

会

主

義

故

も

さ

側

て

2
2
Z動

産
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J
ア

均

的

事

3
・
ラ
ジ
オ
襲
オ
拡
張
主
つ
乙
と
も
楽
し
い

Eょ
ミ

い

の

Z一
襲

撃

き

ょ

語

一

一

吉

原

十

月

、

小

限

事

長

田

…
υ…
…
…
目
…
…
珠
山
松
山
一
一
事
ス
ポ
ー
ツ
と
し
T
最
適
な
め
は
う
。
な
手
芸
単
位
て
の
計
画
も
あ
の
、
心
得
手
差
解
し
実
践
し
て
い
た
間
千
代
議
室
主
一
議
選
僚
の
認
は

hu一
万
一
:
滝
野
山
川
護
で
し
ょ
う
。
奈
は
ス
ポ
ー
ツ
の

D
ま
す
が
、
教
育
需
員
会
で
は
フ
主
主
-
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
レ
静
も
側
吾
景
、
小
田
原
郷
七
文
化
館
“
一
久
保

一

?

?

宅

島

ぶ

一

Leめ
な
か
で
む
差
議
室
惑
の
と
れ
議
案
章
一
一
語
て
、
七
月
二
十
一
大
切
な
の
は
、
主
主
主
三
て
も
州
民
主
主

5れ
た
と
と
ろ
い
ミ

ヂ鴻醐

F

d
緩
み
畑
一
“
日
光
発
育
十
日
但
し
、
心
臓
や
前
一
脚
色
騨
隔
日
か
ら
一
一
十
五
日
ま
で
、
松
山
原
小
学
校
疲
れ
や
す
い
弔
節
で
す
の
で
ミ
十
分
揺
一
肌
利
上
に
石
一
円
山
賊
の
お
一
枚
rp拍…

山

1
腕

FMm一
誌
が
一
週
雪
上
ザ
極
的
て
議
の
あ
る
も
と
一
語
小
学
相
の
校
時
で
一
ブ
グ
オ
襲
繋

E
っ
て
計
倒
的
な
体
力
づ
く
り
に
州
本
が
あ
白
宏
氏
周
遊
な
若
竺
I

rri--UU
山ρ

引
の
で
す
。
学
校
セ
も
昇
迄
地
ほ
と
と
会
一
閉
さ
ま
7
9

心
が
け
る
乙
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
酬
だ
が
、
長
語
読
臨
ノ
第
少
な
く
、

…淀川

2ufム
川

三

日

刊

の

子

署

宣

言

、

水

草

案

議

と

む

ほ

か

い

ろ

い

ろ

と

体

事

き

か

。

附

特

に

近

世

の

瓦

的

研

究

は

示

室

だ
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と
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一
喝
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が
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J
4・
ut

川
削
教
え
rロ
れ
た
。
そ
こ
で
瓦
に
圏
時
冷
喝
さ

…
一
目
叫
す
議
…
…
一
品

b
r
A
7
2
h

》

色

遣

と

昆

玄

関

号

制

古

文

書

ぞ

一

謁

べ

、

富

山

域

社

に

恵

三

…
一
一
…
一
一
一
二
…
…
…
…
…
翼
手
続
士
川
手
箆
勝
率
脚
臨
時
計
UJrMHEH

…
四
海
冴
繍
ず
い

J
一
…
…
認
に
と
っ
て
震
み
で
、
お
な
長
人
目
算
へ
と
員
警
告
せ
、
管
知
っ
て
お
く
こ
義
、
聖
子
供
の
行
問
川
容
で
刻
ま
れ
た
文
字
一
恭
一
覧
し
た
。
紫

ゾ

一

日

nyf……日…

H12な
事
故
む
ほ
か
に
系
白
書
し
い
友
き
で
き
や
す
く
場
合
に
よ
動
員
心
長
一
持
っ
て
注
意
し
て
や
る
こ
附
県
議
べ
る
と
、
と
れ
は
室
十
九
年
と

雲
か
あ
り
ま
す
。
特
に
高
差
是
勺
て
は
そ
れ
が
創
罪
行
動
へ
と
つ
な
が
各
大
切
で
は
な
い
て
し
よ
う
か
。
山
間
い
う
こ
と
に
な
る
。

J
2い
れ
日
明
日
マ
ミ
開
放
的
E
m
Y齢
期
に
号
化
っ
て
い
る
襲
義
め
て
い
ま

yo

充

実

感

の

の

一

」

る

裏

金

側

室

5
2有
名
な
太
智
一
夜

へ
の
一
時
ば
え
が
生
ず
る
可
能
性
肝
強
い
昭
和
四
十
八
ザ
一
度
の
愛
護
指
導
件
数
を
「
鍵
を
な
号
停
に
健
全
な
精
神
が
や
制
執
と
い
わ
れ
ゐ
む
い
山
-
山
域
は
、
天
正
十
八

と
い
わ
れ
で
い
ま
す
。
と
っ
て
た
十
一
一
対
が
百
六
件
で
一
番

P
Z」
と
い
わ
h
て
い
ま
す
。
今
年
の
側
年
、
設
定
汚
汗
が
小
出
風
域
必
謀
民
宅
設

い

ま

す

。

腎

少

正

込

書

迭

に

ま

と

、

問

題

多

三

次

い

で

産

み

あ

げ

の

九

月

が

豪

語

4
子
健
康
主
c
y
ト
1
側
め
島
、
八
十
誌
で
還
さ
を
た
と
伝

夏
休
会
長
の
暴
風
土
の
震
少
年
率
義
つ
青
少
年
相
談
や
車
百
一
一
一
件
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
九
燥
さ
に
、
楽
し
い
有
意
一
事
な
訂
程
嘉
ん
で
問
え
ら
、
れ
て
い
る
が
、
発
見
じ
た
き
よ
る

か
ら
、
学
校
で
四
一
樺
的
な
学
習
に
は
で
の
殻
護
担
喝
活
動
モ
指
理
吉
れ
る
件
宮
市
し
て
い
ま
ナ
。
い
た
ど
き
た
い
と
思
い
ま
す
o

m

刷

演
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
設
け
ら
れ
た
数
は
、
昭
和
問
中
七
丘
:
度
九
百
八
↓
一
一
一
と
の
よ
J
な
結
果
か
ら
背
少
年
課
で
遊
び
ほ
つ
け
た
笈
休
み
の
あ
と
の
、
制

も
の
と
恩
わ
れ
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
の
昨
、
四
十
八
年
度
ヘ
百
六
十
八
件
ー
え
は
、
億
年
夏
休
み
に
入
る
と
変
平
音
少
あ
の
虚
脱
賂
ほ
ど
む
な
し
い
あ
の
は
な
約

四
十
日
簡
を
む
?
に
過
ご
す
ζ一
と
な
く

ζ
ζ
長
年
批
少
の
傾
向
を
見
せ
て
い
ま
年
非
f
h化
防
止
活
動
実
商
事
績
在
中
見
め
い
で
し
ょ
う
。
モ
れ
に
反
し
て
、
十
分
総

普
段
で
き
な
い
読
書
や
、
こ
れ
ま
で
勉
す
が
、
し
か
し
そ
の
な
か
で
も
女
子
の
て
有
罪
援
護
活
動
、
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
賢
宇
rな
ま
け
抑
制

強
し
た
す
会
斜
や
議
斜
の
自
由
誹
究
を
場
加
と
中
学
生
を
中
心
と
し
た
廷
年
齢
等
を
行
っ
て
、
青
少
年
の
問
題
行
動
に
心
と
も
グ
退
校
文
運
薮
に
学
窓
L

取
白
山
側

滋
め
也
と
か
、
}
学
期
中
む
学
期
刊
の
ヨ
化
へ
の
傾
向
位
、
著
し
く
な
っ
て
去
で
対
T
G早
期
発
覧
e

吊
綴
指
導
を
は
か
明
組
ん
だ
あ
と
の
一
二
…
学
期
P
ゐ
FJGあ
M
M

ま
づ
会
摂
取
り
も
ど
す
等
、
な
に
か
}
い
ま
す
。
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
江
ん
と
い
っ
て
の
何
や
ら
胸
に
広
が
る
克
響
機
。
と
も
郷

つ
む
自
画
祭
た
て
て
、
事
惑
の
残
る
蒸
悼
み
は
拝
に
出
か
け
る
ζ
と
も
多
も
子
供
の
警
金
一
苓
空
知
っ
て
い
す
れ
ば
乱
行
信

ι走
り
が
ち
な
工
主
ん
側

室
議
な
蓄
を
お
く
っ
て
ほ
し
い
と
い
の
で
、
社
会
事
季
語
機
会
で
て
気
安
く
戸
を
か
け
ら
れ
る
の
は
#
ー
さ
の
幸
福
に
向
け
さ
せ
て
や
糊

考

え

ま

す

。

あ

huま
す
か
、
同
時
に
1

知
っ
た
こ
と
家
族
の
方
々
で
す
~
。
持
ち
物
に
つ
い
亡
る
こ
と
、

ζ
れ
を
裁
も
一
緒
に
4
4
J
丸
一
一
て
側

主
霊
は
、
量
生
徒
長
鎖
ゃ
に
よ
っ
与
え
っ
て
来
日
お
菜
、
氏
気
を
つ
け
る
こ
主
汲
逮
捕
潔
を
ま
く
や
手
必
葬
品
る
と
態
わ
れ
ま
す
。
自

百轟

昌
一
年
同
出
色
丹
か
か
っ
た
む
と
H
M
品る。

毒
血
べ
蓄
は
事
を
誇
示
す
る
た
め
八

十
日
尚
之
丞
さ
せ
た
が
、
開
設
で
た
の

は
小
田
原
に
極
主
晶
努
と
夫
志
向
閉
廷
け

を
、
翼
擦
は
実
逗
十
八
忠
七
月
、
小
田
原

揖
蒋
腐
の
後
、
掛
り
を
品
相
続
さ
せ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
薪
し
い
い
史
担
問
4
f
考
議
し

て
円
高
殺
害
セ

以
来
、
瓦
を
め

thM霞
史
白
考
証
仁
吉

ち
乙
品
、
阪
を
み
て
は
全
国
の
銃
殺
を
酷

奈
レ
て
珍
わ
じ
い
一
為
事
晶
箆
夜
寒
思
十

一
昨
八
万
安
表
記
p
p
j同
文
弱
一
時

色
瓦
1

間
十
月
脅
撲
滅
祉
か
ら
伊
達
蜜
絞

の
中
の
一
一
一
引
雨
文
玄
d

間
十
二
月
蛸
昭
宏
骨

泣
か
ら
変
形
巴
文
湿
な
ど
認
容
鳴
い
ず

れ
も
毘
立
博
物
館
や
車
内
場
酷
か
ら
品
開
震
な

資
料
よ
し
テ
議
奨
さ
れ
、
今
日
告
で
六
返

点
在
発
見
収
集
し
た
。

平
凡
に
思
凡
る
之
内
の
瓦
に
も
、
戦
鍾

武
将
の
栄
枯
議
衰
の
謹
史
が
秘
め

ら
れ
、

ζ
と
が
な
い
。
識
箆
じ
た
瓦
は
必

ら
ず
幹
門
用
部
の
教
示
を
乞
い
、
史

談
会
な
ど
で
一
発
表
。
申
品
、
駒
や
拓
本

を
一
研
幻
援
に
溜
っ
た
b
、
r
拍車で一

絵
ハ
ガ
キ
や
壁
あ
け
宇
品
作
っ
て
学

寧
仁
胸
贈
っ
た
E
、
そ
の
研
究
什
学

界
か
ら
も
惑
く
詳
自
制
さ
れ
、
明
和

問
十
七
年
に
は
耳
家
ロ
i
h
F
5
1ク
ラ
ブ

か
ら
尋
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
ど
の
小
冊

子
は
文
化
財
賢
棋
と
じ
て
裁
判
さ
れ
た
も

の
で
一
部
F校
併
し
た
が
、
さ
ら
に
研
究

合
続
け
て
、
将
来
博
物
館
が
出
来
た
ら
金

資
斜
宇
品
提
供
展
示
し
た
い
と
い
う
。

溺
e

一
点
バ
コ
は
?
D
T、
勝
魚
子
ゎ
嫌

い
。
た
だ
高
的
研
究
む
と
す
む
@
市
立
博

つ
、
郷
土
史
誤

暗
部
隊
は
察
側
五
)
と
一
一
男
一
女
、
そ
れ
に
父

相
得
点
む
の
六
人
警
U
e
包
十
六
均
投
午
前

は
平
山
拭
Jm宮
松
町
山
一
六
!
っ

ハ
文
名
護
学
籍
芝
タ
i
v

軍Eの研究にうちとむ久機関あん



市

総

務

部

財

政

課

は

、

昭

和

郎
十
八
ザ
度
捜
謝
(
拍
年
お
月
1
0年
8
月
〉
に
お
げ
る
予
揮
白
う
と

き
を
中
、
心
と
し
か
協
同
政
状
慌
を
護
担
ど
~
。
四
十
九
町
設
の
予
算
の
内

容
は
、
ず
な
に
本
紙
四
月
号
で
発
表
し
た
と
お
b
一
一
百
九
十
一
一
億
一
一
千

ペ
百
方
向
〈
病
院
事
業
告
計
ぞ
除
く
〉
を
計
上
、
効
高
品
川
な
市
政
運
笥

に
取
均
《
ん
で
い
る
。
一
考
回
十
八
年
度
自
掩
期
予
算
は
、
石
油
危

織
が
り
品
不
足
・
物
一
価
高
機
な
主
d
毒
事
ょ
社
会
議
町
中
官
、
京

市
尉
政
は
か
つ
て
な
い
衆
ぴ
レ
い
白
開
設
運
営
主
5
れ
た
が
、
国
・
県

支
出
会
ぜ
は
じ
め
と
す
る
特
定
問
縄
市
租
徴
収
の
醇
俺
感
定
経
撲

の
節
約
な
E!
各
般
に
わ
た
っ
ザ
弘
行
わ
れ
た
対
識
に
よ
担
、
当
酪
寸
乙

申
告
轡
主
の
り
ζ

え
J
G
Cと
が
で
き
た
1

ζ

乙
に
四
十
八
年
度
綬
期
に

お
け
る
予
算
む
つ
な
重
宇
治
心
と

k
b閉
山
眠
状
況
有
紹
介
し
4
フ。

くださ
季語殺事務所総談室

母子相談@母子相談員・平日、吉時~15持30分・常設

家庭児童相談・家庭臣室お談員・平日、 2時~16時・常設

資少年寺懇談窓/湾少年課内

青少年相談 e 青少年相談員・平田、昔時~1由時・常設

警護渓繍言語護/潟議主題密主行政セン:$1-密(22)2111 
教育相談・伝記塵月 e 水・金。土関白・ 2時~17時

交通事故相談・毎週万回翠日・ lC時 -16時 (8時半受付〉

培地建物椙談，毎月第1金ー 1臨時-16静 (8時半受付制緩有コ

i法観相談・毎月第2、毒事3、 欝4金主菌汚・ 3時-1車時

(8時雫受舟人数俗IJIl員有〉

内草食相談・続適火活寵臼、木磁日@宮

務齢者静識相談・毎月第れ欝3京穏日

セパ
エ〆
ト

，....._k 

電車_..

帽田町田.... 

議

?官主主害額喜義援/務役街智(22) 号車

一般法鐸相談 a弁護士 a毎月第3火曜日・ 13時-16時 ζ人数制Js.民有〉

・入手藍擁護主委員・品汚第 l:i離日 -13持 -1臨時

・行政相談員・毎月第1土曜日ー 13時 -16時
筆記相談事司法欝土・毎月第2金曜日・ 13時 -16時

e弁護士。毎月第1金曜日暦 131時-16時
e民主主主委員・毎月第1、第3月臨日.91 

高軒諸積員長穏談会県社会穏な協議会職員 a在議互に曜日・ 5溜め除<-10待 -16時
書道筋考挺 f特許ヲ相談 e 弁草壁土・毎月第 2;盟自由月曜日 -1車時-1邸寺

"っせん・県主主罷綬築会職員・億月第3木曜日13持-16時
・消費生活コジヨナノレ点ント・毎週水溺臼・ 10時 ----15時

教育研究新寺懇談窓
童女宵本官談。教育研究所職員.



'"、

マ
ム
心
月
十
円
か
ら
間
企
奈
川
て
い
た
ん
品
月
定
例
市
議
会
は
、
十
羽
田
胞
の
会
同
科
で
諾
其
件
白
樺
識
を
持
ム

マ

え
1

二
十
二
日
間
開
会
さ
れ
た
o
A
町
議
会
は
、
平
墜
市
印
鑑
葉
山
引
の
一
郡
山
山
一
止
を
は
じ
め
、
平
域
市
オ
揺
ム

マ
開
発
公
社
ゐ
設
立
、
一
般
会
計
補
正
予
算
約
八
暗
五
平
方
向
な
ど
一
一
十
一
一
議
議
が
可
決
言
れ
た
。
ま
ム

マ
た
最
終
臼
泊
二
十
二
日
に
は
1

五
月
一
一
平
一
日
か
ら
空
自
L
な
っ
て
い
穴
副
議
長
が
選
出
苦
れ
汁
小
山

A

マ
沼
八
郎
民
が
彊
絞
れ
た
。
さ
ら
仁
各
常
開
委
員
会
委
員
も
改
選
苦
れ
、
次
白
と
お
わ
決
ま
っ
た
。

A

一割
yd止
引
帽
す
区
域
自
設
定
に
つ
い
て
一
百
万
円

地
域
農
の
臼
意
落
に
お
げ
る
痩
一
壁
襲
悼
後
霊
来

日

41C行
政
上
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
一
側
)
と
十
一
井
口
構
改
革
(
賓
出

問
和
四
十
九
犀
十
月
)
尽
か
b
、
大
手
一
北
側
)
T判
事
費
で
あ
九
回
。

「
出
村
」
の
}
問
問
を
禿
離
じ
、
大
字
「
一
マ
都
市
下
大
路
薪
設

rw事費

と
じ
て
前
同
定
す
る
こ
と
に
な
っ

め
J

〉
が
力
紀
石
ゲ
一
績
ん
で
ポ
そ
出
し
、

そ
れ
ぞ
閉
山
水
に
し
て
虎
榔
前
(
手
議
た
。

摂
書
い
た
と
h
ち
小
池
て
み
r

で

も

愛

会
ふ
泣
が
ら
清
水
炉
出
て
い
る
。
中

警
同
出
世
界
環
境
デ
1
記
念
神
奈
月
五
日
か
ら
一
選
砲
を
「
環
厳
選
忘
れ
、
自
然
は
無
[
内
蔵
で
あ
る
と
い
場
交
出
来
る
こ
し
か
ら
実
行

μし
市
内
山
下
の
露
木
さ
ん
白
お
宅
は
兄
叫

大
会
事
と
日
畜
費
蓄
の
問
問
」

tr記
念
事
薬
実
務
長

2A翼
か
ら
資
諒
右
翼
し
、
暴
自
然
環
境
の
保
全
「
努
め
る
べ
長
「
山
長
官
印
跡
(
亡
主
E
)
月
十
八
民

共
催
一
で
、
去
る
六
月
五
日
に
平
壇
市
が
、
本
県
で
は
、

ζ
れ
を
五
万
一
一
十
の
調
和
F
v
f
ζ
な
っ
て
き
忍
が
、
任
h
f
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
か
れ
、
今
で
も
i

土
市
去
の
一
部
が
の
供
襲
迄

問
問
セ
ン
主
l
ホ
1
ん
で
一
瞥
さ
れ
た
。
九
日
か
ら
六
月
十
一
日
ま
で
の
一
一
週
「
乙
の
状
揺
が
す
み
や
か
に
改
善
説

X

X

残
存
レ
で
い
る
。
平
治
の
乱
L
伏
見
れ
乞
出
家
し
ザ

一
九
七
二
年
六
月
五
日
か
ら
十
二
関
宇
レ
、
潔
蜂
保
全
と
改
善
の
尤
め
れ
な
け
れ
ば
、
人
間
の
精
神
は
興
探
中
域
お
よ
び
平
塚
周
辺
に
は
、
曽
大
納
言
時
原
実
基
が
配
流
さ
ぶ
れ
て
山
兄
弟
の
滋
且

F
閥
、
ス
エ
I
ヂ
ン
の
首
都
ス
ト
y

の
事
業
主
角
的
に
汗
わ
れ
あ
で
い
と
こ
ろ
ま
で
む
し
は
ま
れ
、
宗
我
兄
弟
と
兄
寸
部
室
人
寝
前
に
下
草
の
牢
に
望
寄
せ
、
そ
の
女
認
し
た
。
山

ク

ホ

ル

ム

ミ

百

十

一

一

か

国

が

捗

加

あ

る

。

の

存

続

さ

?λμ
泊
ま
れ
る
に
い
た
D

J

J

努
血
明
義
援
緩
繁
務
懇
議
緩
議
幾
欝
緩
畿
援
護
仏
一
一
一
院
を
勤
行
し
、
六
十
月
品
聴
の
生

主

連

合

霊

童

が

聞

か

れ

Z
E
i
E
2
2
2
3
F
J品川
警

官

議

饗

穣

鱗

控

室

一

え

た

環
境
の
汚
染
、
資
源
の
約
一
掃
な
ど
の

N
E
E
Tん
で
は
、
包
黙
保
護
憲
直
面
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
警
告
乞
柏
村
以
ド
捌

f

J

ι

緩
綴
機
敏
総
統
線
総
綴
綴
す
「
金
持
幸
つ
な
人
に
は
親
切
ら
し

震

が

協

議

さ

れ

ち

喜

一

気

選

行

さ

れ

た

。

し

て

い

る

。

マ

…

J
Z

ム

欝

騒

騒

騒

お

く

畳

芝

雪

な

人

に

は

思

も

五

と
の
会
議
白
星
に
、
わ
が
国
の

ζ

の
白
熱
保
護
霊
は
、
前
文
・
次
長
警
し
て
次
豆
一
一
つ
を
提
竿
緩
い
思
議
鱗
額
一
鱗
議
鱗
議
嬢
問
問
い
な
い
の
が
遊
女
の
な
ら
い
で
む
さ
い

大
喜
一
首
府
代
建
か
け
が
え
憲
提
践
項
目
白
一
一
J

拐
か
ら
な
っ
予
い
る
。
す
な
わ
ち
「
白
壁

β
一

…

議

F，
a

鱗

麟

離

議

拘

言

、

あ

な

た

に

な

れ

主

て

か

白
浜
地
球

1お

こ

り

会

議

て

い

る

。

雪

量

、

人

間

聖

書

一

空

白

熱

に

悲

し

襲

撃

J

欝

議

議

会

ら

は

、

身

も

心

長

け

て

で

づ

い

を
武
遠
に
宅
ι
号
、
童
話
政
府
喜
レ
め
と
し
て
雪
と
L
住
吉
雪
」
「
日
常
に
学
び
、
自
然
謀
議
ふ
一
る

f
i
i
υ

譲
津
絵
轍
織
は
て
ま
い
り
そ
ら
う
心
配
ら
し
い
な

が
環
境
問
媛
の
章
一
著
書
市
議
す
も
の
町
一
母
胎
で
あ
る
」
と
L
「

人

間

習

を

な

わ

な

い

よ

っ

に

主

欝

耕

一

議

鰍

欝

襲

畿

護

議

藤

議

離

す

出

慎

重

号

室

に

ー

で

き

る

E

る
た
め
の

i
i
;
;
2
2
5」

「

美

し

い

自

然

、

大

切

な

自

然

町

議

襲

撃

饗

護

持

騒

ぎ

な

bib--フ
に
ヲ

総
綴
鯛
JH

融
問
燕
繍
綴
綴
綴
線
機
綴
鱒
緩
畿
綴
機
織
機
踏
綴
銀
融
糊
意
タ

す
る
た
め
に
毎
年
六
月
五
自
主
義
な

E
E謀
長

レ

柔

く

子

孫

長

え

よ

っ

」

と

。

雲

行

防

護

鶏

潜

襲

撃

総

議

為

警

詑

ン

目

、

女

白

雪

甲

斐

な

喜

怒

し

ん

週

間

宍

謀

長

週

間

と

き

に

自

然

か

ら

襲

と

記

長

諌

言

霊

は

主

主

つ

の

実

践

項

目

撃

手

十

襲

撃

高

額

盤

一

セ

で

い

$25い
る
よ
フ

と
皇
荒
し
た
ζ
言

っ

か

け

と

号

、

そ

れ

ら

そ

生

か

す

こ

と

に

よ

量

元

自

然

葬

品

号

機

行

蝉

十

鶴

離

手

一

語

空

間

に

、

援

に

望

号

車

交

で

昔
、

5
3
iミ
高

3
2げ
て

き

行

動

り

基

準

点

次

長

長

崎

コ

欄

議

麟

欝

鱗

機

騒

翠

あ

っ

た

白
蒸
界
環
堵
デ
!
と
す
る
己
と
を
さ
と
、
合
と
白
害
関
係
長
く
な
る
の
て
空
間
す
る
議
畿
緩
震
鰯
綴
畿
欝
毅
議
綴
総
子
一
撃
世
旬
開
一
一
賛
同
弘
前
ち
入
っ
皇
室

主
に
決
定
し
た
。
告
、
そ
の
入
閣
が
「
自
然
言
さ
を
私
た
ち
同

ζ
の

雲

の

重

量

幾

畿

議

費

総

襲

撃

襲

警

欝

総

鶴

鵠

沼

環

月

一

一

定

日

に

は

、

営

事

長

畠
君
主
題
、
昨
喜
六
忘
れ
、
震
の
を
み
の
露
さ
を
か
み
L
宍
震
が
そ
れ
ぞ
れ
む
立
襲
警
畿
撃
幾
幾
畿
襲
撃
機
欝
錦
織
総
盤
第
断
る
と
い
う
こ
と
だ
。
と
れ
ば
虎
奈

号

i
z
j
i
i
i
j
g
i
g
s
g
g
j
i
g
s
i
L重
量

喜

善

十

部

の

李

ぞ

ん

で

滋

一

表

記

開
閉
す
る
い
ろ
い
ろ
の
伝
説
が
あ
る
@
と
の
閣
に
生
ま
れ
た
の
炉
虎
女
で
J

唱
に
な
っ

τ侮る
と
伝
え
ら
れ
、
搭
に

潟
市
平
は
俗
に
「
治
雲
(
あ
わ
だ
る
と
伝
え
ら
れ
で
い
る
。
「
曽
我
駒
「
虎
が
雨
」
と
い
い
、
俳
句
め
苧
溺

ら
〉
山
」
と
辱
ぷ
が
、
こ
れ
は
抽
出
衣
語
雷
FZ
桐
(
お
も
す
)
本
」
に
ぺ
寅
の
に
も
な
っ
て
い
る
。

主
郎
時
軒
以
(
と
き
む
ね
)
が
、
人
の
年
、
寅
の
丹
、
寅
の
臼
に
仲
立
志
件
れ
た
虎
が
雨
な
ど
軽
ん
じ
で
国
間
れ

乗
れ
な
い
荒
薦
に
ふ
mp
が
り
山
頂
に
の
で

HFと
名
付
同
区
た
と
い
J
。

に

け

い

ノ

一

茶

か
け
よ
っ
た
と
こ
ろ
、
さ
子
一
が
の
荒
議
女
と
な
っ
た
虎
女
と
祐
成
と
の
捨
出
前
五
月
二
十
八
日
は
、
新
臨
闘
で

篤
も
波
れ
突
て
、
宿
ヂ
霊
ち
し
た
と
金
い
そ
め
は
.
建
久
二
ヰ
(
一
一
九
は
七
月
十
七
日
で
あ
る
勾
必
ず
雨
が

と
ろ
か
ら
名
付
は
り
れ
た
と
い
う
。
一
〕
十
一
月
上
旬
で
、
虎
女
が
十
七
降
る
か
ど
っ
か
、
怪
異
に
占
っ
て
み

期
間
南
平
か
ら
主
題
山
へ
下
る
道
沿
歳
、
祐
成
は
二
十
歳
で
あ
っ
た
。
る
の
も
問
中
日
い
で
は
な
い
か
。

い
に
「
十
郎
白
線
(
す
ず
わ
J

〉
ポ
」
建
久
四
年
五
月
二
十
八
口
叫
笛
土
〈
昭
和
田
丸
。
?
じ

が
あ
る
。
信
義
十
郎
祐
成
〈
オ
け
な
野
の
お
場
J
F
1

曽
義
克
h
m山川口比の激

可戸以←

。軟式寵球 8}ヲ25日jr}立軟式庭球場

心 強 事 8月25日太洋中学校

く〉パトミントン 2月 8BJl前f台{ふ背鰭

oサッカ- 9月 1目、 8臼スボーy広場

く〉射 懇 8月25日伊劉京、射撃揚

oテ ニ ス 8月65日、 9111呂、 8日挑伊五歪球場

o軟式野獄 8月25E1、 9月日スポ-y広 場

く〉霊童上競銀 事月 1日湖南海岸公悶

。パスケット 9 Jl 1 日、 8 日 R):fJ企J{J;青館、a:~吾中

oソフトポール， 9月 1日、 8口平授、平圏、春日里子中

や自 転 車 8月 18[1平塚静車場

中京 撒 2月25日湖南tfs:J=fT;公暴露ごアール

φ申込み各地ぽ CI:'ll体〉でまとめ拐臼まで直接

申込むこと。申込み見J荷台体宵館内

品育課〈智章31 3060)へ。
4参締怒り 8J'i8尽〈木〉午後5時まで

oパレーポーjレ 8月25日見附合体育怨

o翻 滋雪月 1目見J的台部腎鰐

G多露 呈菖 9J'i 1 目見~j台武道蓮華

く>~翼 線百月 8B3もJ附台体背鰭
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φ霊式竜童の翼耳Bと会緩

や試験科E]
ー事務職，，，，，-強的基礎知除、君主害、経善悪、"i!iC治、その他f寺政一娘、iF:叉

・専門駒ー …骨量的基礎知識、専門軒目、伊文

4争給 与・大学卒B1，44出向・短大卒71，720河 (49年 7fll日混在の結辱額3

4争$jよ み ・ 申 込 審 と 受 験 票 に 記 入1，"C職員理へ仁議22・17∞内鯖328)

君月 4臼 C日〉沼:欝キ年校
多話器調設50全容4f守以罪事iこ探F詰する事議議
<!:一般事務理費 約 2品名

①土木曜喜 怒干名

⑦建築 織 1 名

① 保 母 約 20 名

争受重量資格
<>事務職!こついて!誌、

ゐ白... 
T 弓吟戸』句_-

同高校卒業 E見込コ者の採用試験については雪月号で主持訂あせする@

や受付期悪事， 7 月lOEl ~7月25日
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i 須賀公E設宮
10月間平塚保断民豊田公民

主 責宮※金田公民投寝

j 銀銭湾奇伐の惑はご遺書麓を

i 平主銀ま苦伝記鑓所開eは立盤駐主車岩場菩があDません

i 富瀦覇対重課畏.需縞寄1歳までのz赤Rちやんなら
! 砂 1訪8沼 平草援ま市路奇続 i どy芯tたでも受釣』けf沌られます。当臼印0ゆ卓
i 媛縫畿緩鯵機畿嬢緩鶴綴鍵襲鱗譲 i 吉母ま子苧刺椴毘を五浴5れずに持つてきて4i 欝霧欝欝欝襲議撃 ! だ附さ釘酔νい、

醸醸鶴離務欝顎範麗醸嬢難欝織諜欝隷羅護調袈 髄時閥.午言翫前討前I宮時3初D分 -1川印時3祁0分

;繍対前第1砕~附加を経過しい月間∞ 豊田公民館

ま で、 2歳未満の乳幼J目。 亡1殴) ~ ~ 25日仁木〉 金自主主民館

i鐙時務・ 1粥 30分 -15時まで。ただ i呂月日開〉 核島公民館

i し〉夜間の会場即時-15時。'"8日 Cね 横内団地集会場

! 豊富接事童日 '" 9日 E金〉 市役弓iB会議~.e
SJl制服公民館平波市民病 i タ悶叩

I涜 l'22日〈末〉

i タ 25白 神田公E号館八嬬公民館 9月 5臼〈二本〉

i ※城島公民館 a ?' 12日〈木〉

i c.. 26臼 中 原 公 民 鍔 金 自 公 民 館 i ρ13日ピ金〉

1 );(岡崎公民舵 fr 19日 ∞

d' 27日 ※松原公E己責京 槙内団地 i
; 集会主語大野公民館 i 
j P28日加公民館京ヱ沢農協 j 

須賀公民館 i 
! ρ30日 平塚部俊Jす[ 同盟問主主民 j 高血圧症のため家庭で般車中のか

i 館 民金田公民間 iた、主主主ましながら働いているかた、

(判定日)また潟心をおもちのかたに対して肉

1 10月 1B 花京公民館 平塚市町有 iのとおD講習を開催します。む本人

i 院 i食事を伊っている家庭むかfこむ室参加

i 経過して縞4歳までの幼児 (1;& j .t 2白 神 田 公 民 館 八 幡 公 民 符 ! を 。

j 街から 2週間の間隔で 2色。 糊島公問豊富日時 7月22日 UD
i :l畠耳F亡者戸守技j密接種苦完了した幼; ? 3 E! 中原公民獄 金む公民館 i 午後1時30分 -3時 3C分
; m (回 i );(岡崎公民館 盟場所平塚保務者

i 盟時間・ 13時30分-1出?をまで~ -9 4日 誌松原公民館 舗内団組 j護軍内容 器室白官、障健婦、栄主義土によ

i 豊富滋問自重霊 (2回め) 窓会場 大野公民館 i る生活指導と賞事指導
; 7 J=l17!=J :1宇古品再酎 i .fr百円 相品臨時百寸前揮協 i 

一ご利用を

市民セY丘一では、結婚式の写真撮影を平塚

市写真~1î$ミの協力で撮影しているのでな利用

〈ださい。なお、使用料金7う'i?<のとおり改正

になbました

。自主罷八ァ切 3枚 1組合紙っき 350C円
八 y切 焼増し 1枚台紙τコき 550円

。カラー八ッ切 2枚 1組色紙っき 5自OOf弓
l¥:?切 焼増し 1哲 台 紙 っ き 2200月

e寄生まむのEj3しiるみは、 告か万部からお3
読まで受けつけています

金自公民館

土塁公民館

市 D:J苛 B壬、議室
豊田公民館
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18白 神田公廷宣言八幡公E号館

19日 中原公五官室金自公民主宮

3ネIYd蝿公民館

1年のWlI笥をすぎて、 2年までの

樹二受けられます。

観時降車・ 13時30分 ----15時まで。ただ

し※印の会場;止14fi::i.，...._15持。
輔巡回自草聾

[7月E
2沼 大里子公民館 横内問地主主会場

※豊田公民館

話臼 主買書聖公民館 国松原氏E己責宮
);(金田公民主1

4 El平塚保健所加公g~館
※中央農協土沢支f"Jr

30包 宇E7.tく公民宮内 平ユまrti民的況

31日神田公民館八路必r~館
);(誠島公民溺3

主題月E
Z日 中 原公民館企沼公民館

X陣場公民館

2.7B 花水公民館平塚市間関説

28B 神思公民館八幡会民館

※核島公民自j

29回 中原公R虫官夕日公民館

震をまンター
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題
に
ワ
い
を
お
乙
す
ば
持
的
な
原
宿
と
又
仙
台

て
い
る
い
λ
晶
聞
き
ま
す
が
、
乙
と
ま
7
自
で
、
耳
鼻
料
に
之
柏
援
を

は
の
警
は
「
話
し
こ
一
三
一
一

F
草
々
れ
る
こ
と
を
お
す

と
ば
の
は
た
ら
乏
に
符
/
一

F
1
R
Z
L子
。

@ζ
と

輿
常
を
き
た
し
て
い
る
謝
料
V
E
ブ
F
轟
ば
の
学
習
過
穫
に
お
い

状
態
で
す
。
も
七

E
一一一

ry持
て
障
害
お
に
し
て
い

話
し
こ
と
ば
と
い
号
の

F
Kヲ
ム
明
れ
る
場
合
。
亦
ち
ゃ
ん
は
貼

は
自
分
の
誓
え
や
義
務

~AAμ
周
開
聞
の
人
ん
か
ら
こ

ち
を
ほ
か
白
人
(
図
書
一

1
4
二
4
4

と
ほ
宇
品
聞
い
て
ひ
と
ワ

手
)
に
伝
J4hv
た
め
の
滋
廷
で
ひ
と
ワ
こ
と
は
冷
い
学
閉
じ
て
制
見
え

す
。
し
た
が
っ
て
、
事
つ
え
や
気
持
て
い
く
も
白
で
す
。
乙
と
ば
什
h

学

ち
が
難
な
え
開
き
手
に
伝
わ
り
註
潤
ぺ
さ
れ
た
経
愚
の
ひ
止
一
つ
ひ
と
つ

え
す
れ
ば
語
む
ζ
kば
と
い
ヨ
議
で
す
。
赤
ち
一
ゃ
ん
は
自
分
ひ
と
D

具
申
は
た
ら
ト
き
時
ナ
分
で
す
。
で
自
熱
に
ζ
〉
出
悼
を
話
せ
る
よ
う

乙
と
ぽ
一
の
障
宰
あ
種
類
は
、
形
に
は
な
白
ま
せ
ん
。

ζ
と
ば
を
党

も
税
負
も
さ
浮
喜
一
ま
号
す
が
、
次
え
さ
せ
る
た
め
の
刺
激
の
量
が

の
よ
う
な
も
の
吋
年
。
①
ζ
よ
ほ
少
な
い
場
合
に
は
、
同
年
齢

crT

を
ま
っ
ヰ
ヘ
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
謡
ど
も
よ
一
わ
ず
っ
と
、
己
点
め
識

す
と
と
が
で
脅
な
い
。
⑦
声
が
小
背
が
漂
れ
て
し
ま
5ζ
と

V
Hほ

吉
ζ
Cと
ば
が
融
聞
き
と
れ
な
い
。
し
ぼ
お
乙
り
ま
す
。

③
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
研
究
携
の
し
E
と

な
い
。
由
乳
児
や
幼
周
の
よ
ラ
な
教
育
研
究
所
で
は
、
お
か
あ
さ
ん

切
稚
な
話
。
ん
万
し
か
で
き
な
い
。
が
子
供
所
宵
て
る
よ
で
い
ろ
い
ろ

∞
あ
る
斉
の
発
声
が
諸
議
丘
ち
が
闘
っ
た
ζ
と
の
相
談
を
受
け
て
い

っ
て
い
て
、
ヘ
ン
に
関

ιλ
る
。
ま
す
。
で
ん
は
(
担
〉
一
-
一
一
五
円
〉

1呂、平塚が設んだ

戸間の自童話で、吉2麓
。誌は霊の存住者童甚

先人の慰霊藍と菩提寺への献

ぐあっ〈コされていたと一%

撞恕白白稜 7 !l30日 Cグく〉富士チ虫ン工業、 S

R4日亡日〉松原地区臼治会
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ゃく〉ご協力あ担がとうどざいました<><>

東海大学391本、五主役:工駕109;ノjs:""11吋宮電子金属1

15本
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金銭禁事事務党議会
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